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(57)【要約】
【課題】刈刃装置の下刃の破損を防止すると共に、下刃
への穀桿の絡まりを防止して高い切断性能を維持するコ
ンバインを提供する。
【解決手段】合わせ刃（２２）の下側にステー（２７）
を設け、ステー（２７）を合わせ刃（２２）の下側に位
置する保護ステー部（２８）と、下刃（２０）の後端部
下面に取付けられる連結ステー部（２９）で構成し、保
護ステー部（２８）の前端部に、合わせ刃（２２）より
も上方に突出する突起部（３８）を形成し、保護ステー
部（２８）の前部（２８Ａ）の左右方向の幅を合わせ刃
（２２）の刃先部（２２Ａ）の幅よりも広く形成し、保
護ステー部（２８）の前後方向中間部（２８Ｂ）の左右
方向の幅を合わせ刃（２２）の刃元部（２２Ｂ）の幅よ
りも狭く形成することのより解決される。
【選択図】図７



(2) JP 2015-100341 A 2015.6.4

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　穀桿を引き起こす引起装置（１１）の下方に配置され、該引起装置（１１）によって引
き起こされた穀桿の根元を切断するコンバインの刈刃装置であって、
　該刈刃装置を、分草体（１０）を支持する分草フレーム（１６Ａ）に取付けられる下刃
（２０）と、該下刃（２０）の上面に左右方向に往復移動自在に摺接させた上刃（２３）
と、該上刃（２３）を下刃（２０）の上面側に押圧するために備えられ左右方向に所定の
間隔を隔てて設けられた上刃押さえ部材（２５）とで構成し、
　前記下刃（２０）を、刈刃装置の左右方向の中央部に配置される合わせ刃（２２）と、
該合わせ刃（２２）の左側に配置される左側下刃（２１Ｌ）と、前記合わせ刃（２２）の
右側に配置される右側下刃（２１Ｒ）で構成し、
　前記上刃（２３）は、左側下刃（２１Ｌ）の上面に摺接する左側上刃（２４Ｌ）と、右
側下刃（２１Ｒ）の上面に摺接する右側上刃（２４Ｒ）で構成し、
　前記合わせ刃（２２）の前端部を左側下刃（２１Ｌ）および右側下刃（２１Ｒ）の前端
部よりも前方に延出させ、
　前記合わせ刃（２２）の下側にステー（２７）を設け、該ステー（２７）を合わせ刃（
２２）の下側に位置する保護ステー部（２８）と、下刃（２０）の後端部下面に取付けら
れる連結ステー部（２９）で構成し、
　前記保護ステー部（２８）の前端部に、前記合わせ刃（２２）よりも上方に突出する突
起部（３８）を形成し、該保護ステー部（２８）の前部（２８Ａ）の左右方向の幅を合わ
せ刃（２２）の刃先部（２２Ａ）の幅よりも広く形成し、前記保護ステー部（２８）の前
後方向中間部（２８Ｂ）の左右方向の幅を合わせ刃（２２）の刃元部（２２Ｂ）の幅より
も狭く形成したことを特徴とするコンバインの刈刃装置。
【請求項２】
　前記保護ステー部（２８）の前部（２８Ａ）の左辺（４０Ｌ）を、平面視において合わ
せ刃（２２）の刃元部（２２Ｂ）の左辺（２２Ｌ）と平行に形成し、前記保護ステー部（
２８）の前部（２８Ａ）の右辺（４０Ｒ）を、平面視において合わせ刃（２２）の刃元部
（２２Ｂ）の右辺（２２Ｒ）と平行に形成した請求項１記載のコンバインの刈刃装置。
【請求項３】
　前記保護ステー部（２８）の下部に、前後方向に延在する第１リブ（３７）を後下がり
傾斜させて形成した請求項１または２記載のコンバインの刈刃装置。
【請求項４】
　前記連結ステー部（２９）の前端部の下部に、左右方向に延在する第２リブ（３９）を
形成した請求項１～３のいずれか１項に記載のコンバインの刈刃装置。
【請求項５】
　前記第２リブ（３９）を後下がり傾斜させて形成した請求項４記載のコンバインの刈刃
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンバインの刈刃装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、コンバインの刈刃装置として、この刈刃装置の上刃の左右方向の摺動によって生
じる騒音、振動を低減し、圃場の穀桿を効率良く切断するために、左側下刃と右側下刃の
間に左右側下刃よりも大きな合わせ刃を設け、左側下刃の上方を左右方向に摺動する左側
上刃と、右側下刃の上方を左右方向に摺動する右側上刃を分割して設け、左側下刃と右側
下刃をそれぞれ個別に別々に摺動する構成が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２０１２―２９５９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１記載の構成では、合わせ刃と圃場上の土砂等との接触等により合わ
せ刃が変形したり、合わせ刃の刃の早期摩耗が生じる虞があった。また、合わせ刃に圃場
の穀桿が絡みつきにより刈刃装置の切断効率が低下する虞があった。
【０００５】
　そこで、本発明の主たる課題は、かかる問題点を解消することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決した本発明は次記のとおりである。
　請求項１に係る発明は、穀桿を引き起こす引起装置（１１）の下方に配置され、該引起
装置（１１）によって引き起こされた穀桿の根元を切断するコンバインの刈刃装置であっ
て、
　該刈刃装置を、分草体（１０）を支持する分草フレーム（１６Ａ）に取付けられる下刃
（２０）と、該下刃（２０）の上面に左右方向に往復移動自在に摺接させた上刃（２３）
と、該上刃（２３）を下刃（２０）の上面側に押圧するために備えられ左右方向に所定の
間隔を隔てて設けられた上刃押さえ部材（２５）とで構成し、前記下刃（２０）を、刈刃
装置の左右方向の中央部に配置される合わせ刃（２２）と、該合わせ刃（２２）の左側に
配置される左側下刃（２１Ｌ）と、前記合わせ刃（２２）の右側に配置される右側下刃（
２１Ｒ）で構成し、前記上刃（２３）は、左側下刃（２１Ｌ）の上面に摺接する左側上刃
（２４Ｌ）と、右側下刃（２１Ｒ）の上面に摺接する右側上刃（２４Ｒ）で構成し、前記
合わせ刃（２２）の前端部を左側下刃（２１Ｌ）および右側下刃（２１Ｒ）の前端部より
も前方に延出させ、前記合わせ刃（２２）の下側にステー（２７）を設け、該ステー（２
７）を合わせ刃（２２）の下側に位置する保護ステー部（２８）と、下刃（２０）の後端
部下面に取付けられる連結ステー部（２９）で構成し、前記保護ステー部（２８）の前端
部に、前記合わせ刃（２２）よりも上方に突出する突起部（３８）を形成し、該保護ステ
ー部（２８）の前部（２８Ａ）の左右方向の幅を合わせ刃（２２）の刃先部（２２Ａ）の
幅よりも広く形成し、前記保護ステー部（２８）の前後方向中間部（２８Ｂ）の左右方向
の幅を合わせ刃（２２）の刃元部（２２Ｂ）の幅よりも狭く形成したことを特徴とするコ
ンバインの刈刃装置である。
【０００７】
　請求項２に係る発明は、前記保護ステー部（２８）の前部（２８Ａ）の左辺（４０Ｌ）
を、平面視において合わせ刃（２２）の刃元部（２２Ｂ）の左辺（２２Ｌ）と平行に形成
し、前記保護ステー部（２８）の前部（２８Ａ）の右辺（４０Ｒ）を、平面視において合
わせ刃（２２）の刃元部（２２Ｂ）の右辺（２２Ｒ）と平行に形成した請求項１記載のコ
ンバインの刈刃装置である。
【０００８】
　請求項３に係る発明は、前記保護ステー部（２８）の下部に、前後方向に延在する第１
リブ（３７）を後下がり傾斜させて形成した請求項１または２記載のコンバインの刈刃装
置である。
【０００９】
　請求項４に係る発明は、前記連結ステー部（２９）の前端部の下部に、左右方向に延在
する第２リブ（３９）を形成した請求項１～３のいずれか１項に記載のコンバインの刈刃
装置である。
【００１０】
　請求項５に係る発明は、前記第２リブ（３９）を後下がり傾斜させて形成した請求項４
記載のコンバインの刈刃装置である。
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【発明の効果】
【００１１】
　請求項１記載の発明によれば、合わせ刃（２２）の下側にステー（２７）を設け、ステ
ー（２７）を合わせ刃（２２）の下側に位置する保護ステー部（２８）と、下刃（２０）
の後端部下面に取付けられる連結ステー部（２９）で構成し、保護ステー部（２８）の前
端部に、合わせ刃（２２）よりも上方に突出する突起部（３８）を形成し、保護ステー部
（２８）の前部（２８Ａ）の左右方向の幅を合わせ刃（２２）の刃先部（２２Ａ）の幅よ
りも広く形成し、保護ステー部（２８）の前後方向中間部（２８Ｂ）の左右方向の幅を合
わせ刃（２２）の刃元部（２２Ｂ）の幅よりも狭く形成しているので、合わせ刃（２２）
の刃先部（２２Ａ）と圃場上の土砂等との直接的な接触が少なくなるために、合わせ刃（
２２）の変形、破損を防止することができ、突起部（３８）により穀桿が合わせ刃（２２
）の左右両側に押し分けられるために、合わせ刃（２２）への穀桿の絡まりが減少し、穀
桿の根元を効率良く切断することができる。
【００１２】
　請求項２記載の発明によれば、請求項１記載の発明の効果に加えて、保護ステー部（２
８）の前部（２８Ａ）の左辺（４０Ｌ）を、平面視において合わせ刃（２２）の刃元部（
２２Ｂ）の左辺（２２Ｌ）と平行に形成し、保護ステー部（２８）の前部（２８Ａ）の右
辺（４０Ｒ）を、平面視において合わせ刃（２２）の刃元部（２２Ｂ）の右辺（２２Ｒ）
と平行に形成しているので、保護ステー部（２８）の前部（２８Ａ）から合わせ刃（２２
）の刃元部（２２Ｂ）へ穀桿をスムーズに移動することができるいために、合わせ刃（２
２）への穀桿の絡まりがより少なくなり、穀桿の根元をより効率良く切断することができ
る。
【００１３】
　請求項３記載の発明によれば、請求項１または２記載の発明の効果に加えて、保護ステ
ー部（２８）の下部に、前後方向に延在する第１リブ（３７）を後下がり傾斜させて形成
しているので、保護ステー部（２８）の剛性が高まり、保護ステー部（２８）の変形、破
損を防止できる。
【００１４】
　請求項４記載の発明によれば、１～３のいずれか１項に記載の発明の効果に加えて、結
ステー部（２９）の前端部の下部に、左右方向に延在する第２リブ（３９）を形成してい
るので、連結ステー部（２９）の剛性が高まるために、連結ステー部（２９）の変形を防
止し、保護ステー部（２８）を合わせ刃（２２）の下方に確実に位置させることができる
。
【００１５】
　請求項５記載の発明によれば、請求項４記載の発明の効果に加えて、第２リブ（３９）
を後下がり傾斜させて形成しているので、第２リブ（３９）への穀桿の絡まりを抑制する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】コンバインの左側面図である。
【図２】コンバインの平面図である。
【図３】刈取装置の左側面図である。
【図４】刈取装置の右側面図である
【図５】刈刃装置の要部の平面図である。
【図６】図５のＡ－Ａ断面図である。
【図７】刈取装置のステーと合わせ刃の要部の平面図である。
【図８】ステーの平面図である。
【図９】ステーの左側面図である。
【図１０】図８の（ａ）はＳ１－Ｓ１断面図、（ｂ）はＳ２－Ｓ２断面図、（ｃ）はＳ３
－Ｓ３断面図、（ｄ）はＳ４－Ｓ４断面図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態について添付図面を参照しつつ詳説する。なお、理解を容易に
するために便宜的に方向を示して説明しているが、これらにより構成が限定されるもので
はない。
【００１８】
　コンバインは、図１，２に示すように、機体フレーム１の下方には、土壌面を走行する
左右一対のクローラからなる走行装置２が設けられ、機体フレーム１の上方左側には、脱
穀・選別を行う脱穀装置３が設けられ、脱穀装置３の前方には、圃場の穀桿を収穫する刈
取装置４が設けられている。脱穀装置３で脱穀・選別された穀粒は脱穀装置３の右側に設
けられたグレンタンク５に貯留され、貯留された穀粒は排出筒７により外部へ排出される
。また、機体フレーム１の上方右側には操作者が搭乗する操作部を備えた操縦席６が設け
られ、操縦席６の下側のエンジンルームにはエンジンが配置されている。
【００１９】
　刈取装置４は、立毛する穀稈を左右に分草する分草体１０と、分草後の穀稈を引起す引
起装置１１と、引起し後の穀稈を掻き込む掻込装置１３と、この掻込装置１３で掻き込ま
れる穀稈を刈取る刈刃装置１２と、刈取後の穀稈を掻込搬送する搬送装置１４等から構成
されている。また、刈取装置４は、上下方向に昇降する伝動軸を内装された伝動筒１５を
介して機体フレーム１に対して上下方向に昇降する。
【００２０】
　伝動筒１５の先端部には、左右方向に延在する伝動ケース１５ａが設けられており、伝
動ケース１５ａの前側には、左右２本のフレーム１８を介して左右方向に延在する連結フ
レーム１９が設けられている。分草体１０は、図５に示すように、連結フレーム１９から
前方に延出する５本の分草フレーム１６Ａの先端に取付けられている。また、引起装置１
１は、連結フレーム１９から前方に延出する２本の引起フレーム１６Ｂの先端の両側と、
左右両端に配置された分草フレーム１６Ａの先端の内側に取付けられている。
【００２１】
　引起装置１１を駆動する引起上部伝動筒１１ｃの左端部は、伝動ケース１５ａの左端部
近傍に設けられた伝動軸を内装する縦伝動筒１７ａの上端に連結されており、引起上部伝
動筒１１ｃの右端部近傍の部位には、伝動ケース１５ａの右端部近傍から上方へ延出され
る右側フレーム１７ｂが連結されている。
【００２２】
　＜サイドカバー＞
　操作者の手先等と駆動部の接触を防止し安全性を高めるために、最左側の引起装置１１
の左側にはサイドカバー１１ａが設けられ、最右側の引起装置１１の右側にはサイドカバ
ー１１ｂが設けられている。
　サイドカバー１１ａは、前縁部が最左側の引起装置１１の左側端部に、下側の後縁部が
分草フレーム１６の基部に、それぞれボルト等の締結手段によって着脱自在に取付けられ
ている。また、サイドカバー１１ｂは、前縁部が最右側の引起装置１１の右側端部に、下
側の後縁部が分草フレーム１６の基部に、それぞれ着脱自在に取付けられている。
【００２３】
　刈取装置４内に滞留する藁屑等を外部に排出し、能率良く穀桿を刈取るために、図３に
示すように、サイドカバー１１ａの前縁は、引起装置１１の上部から引起装置１１の前面
に沿って下側前方に向かって延在し、後縁は、引起装置１１の上部から緩やかに後下がり
傾斜した後、後縁の略上下中央部から後下がり傾斜して縦伝動筒１７ａの前方に延在して
いる。また、サイドカバー１１ａの下縁は、前縁から略前後中心部に向かって後下がり傾
斜した後、後上がり傾斜して後縁に延在して分草フレーム１６の上方に延在している。
【００２４】
　同様に、図４に示すように、サイドカバー１１ｂの前縁は、引起装置１１の上部から引
起装置１１の前面に沿って下側前方に向かって延在し、後縁は、引起装置１１の上部から
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緩やかに後下がり傾斜した後、後縁の略上下中央部から後下がり傾斜して縦伝動筒１７ａ
の前方に延在している。また、サイドカバー１１ｂの下縁は、前縁から略前後中心部に向
かって後下がり傾斜した後、後上がり傾斜して後縁に延在して分草フレーム１６の上方に
延在している。
　なお、本実施形態にあっては、サイドカバー１１ａとサイドカバー１１ｂを略同一形状
に形成しているが、掻込装置１３、搬送装置１４等の穀桿合流部から藁屑等を外部により
能率良く排出するために、サイドカバー１１ａの下縁の傾斜を急にして側面視においてサ
イドカバー１１ａの下縁と分草フレーム１６の間に形成される空間を、サイドカバー１１
ｂの下縁と分草フレーム１６の間に形成される空間よりも大きく形成するのが好適である
。
【００２５】
　＜刈刃装置＞
　刈刃装置１２は、掻込装置１３で掻込まれた穀桿の株元を切断する装置であり、側面視
において前部から基部に向かって後上がり傾斜して配置されている。
　刈刃装置１２は、図５～７に示すように、左右方向の最両端部に配置された分草フレー
ム１６Ａ，１６Ａに左右方向の両端部が固定された下刃２０と、この下刃２０の上面に左
右方向に往復移動自在に摺接させた上刃２３と、この上刃２３を下刃２０の上面側に押圧
するために備えられ左右方向に所定の間隔を隔てて設けられた上刃押さえ部材２５とで構
成されている。
　また、下刃２０の後部下側には、連結フレーム１９の前側に取付けられた係合ピン３２
に係合されるフック３３が取付けられている。本実施形態においては、係合ピン３２と、
フック３３は、左右方向に所定の間隔をおいてそれぞれ３個ずつ取付けられている。
【００２６】
　下刃２０は、刈刃装置１２の左右方向の中央部に配置された合わせ刃２２と、合わせ刃
２２の左側に連続して配置される左側下刃２１Ｌと、合わせ刃２２の右側に連続して配置
される右側下刃２１Ｒと備えている。なお、合わせ刃２２は、左右側下刃２１Ｌ，２１Ｒ
に形成された下刃部よりも大きく形成されており、合わせ刃２２の先端部は、左右側下刃
２１Ｌ，２１Ｒの先端部よりも前方に向かって延出している。
　また、圃場上の土砂等の接触による合わせ刃２２の変形、破損、合わせ刃２２の左右両
側に形成された刃の摩耗、圃場の穀桿の合わせ刃２２への絡まりを防止するために、合わ
せ刃２２の下側には、ステー２７が取付けられている。
【００２７】
　上刃２３は、左側下刃２１Ｌの上側に設けられ、左側下刃２１Ｌの上面に摺接する左側
上刃２４Ｌと、右側下刃２１Ｒの上側に設けられ、右側下刃２１Ｒの上面に摺接する右側
上刃２４Ｒを備えている。
【００２８】
　上刃押さえ部材２５は、左側下刃２１Ｌと左側下刃２１Ｌの上面に左右方向に所定の間
隔をおいて取付けられている。本実施形態においては、左側下刃２１Ｌの上面に３個の上
刃押さえ部材２５が取付けられ、左側下刃２１Ｌの上面に３個の上刃押さえ部材２５が取
付けられている。なお、上刃押さえ部材２５は、上刃押さえ部材２５の後部を、左側下刃
２１Ｌと左側下刃２１Ｌの後部にボルト等の締結手段によって取付けられている。
　また、図６に示すように、左側に設けられた上刃押さえ部材２５の下面と、上刃押さえ
部材２５の前側押さえ部２５Ａの後面と、後側押さえ部２５Ｂの前面で区画された空間に
は、左側上刃２４Ｌの上面にリベット等の締結手段によって取付けられた左側ナイフバー
２６Ｌが左右方向に移動する空間が形成されている。
　同様に、右側に設けられた上刃押さえ部材２５の下面と、上刃押さえ部材２５の前側押
さえ部２５Ａの後面と、後側押さえ部２５Ｂの前面で区画された空間には、右側上刃２４
Ｒの上面にリベット等の締結手段によって取付けられた左側ナイフバー２６Ｒが左右方向
に移動する空間が形成されている。
　左側ナイフバー２６Ｌの左側後部には、後述する左側揺動腕の前端部が嵌入されるＵ字
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形状の切り欠き部が形成された嵌合部３１Ｌがリベット固定され、右側ナイフバー２６Ｒ
の右側後部には、右側揺動腕の前端部が嵌入されるＵ字形状の切り欠き部が形成された嵌
合部３１Ｒがリベット固定される。
【００２９】
　合わせ刃２２の下側に取付けられるステー２７は、図８，９に示すように、合わせ刃２
２の下側に位置する保護ステー部２８と、左側下刃２１Ｌの後部の下面にボルト等の締結
手段によって取付けられる連結ステー部２９を備え、部品点数を削減するために、保護ス
テー部２８と連結ステー部２９は一体形成されている。
　保護ステー部２８は、前側から順に、平面視において略２等辺三角形状に形成された保
護ステー前側部（請求項における「前部」）２８Ａと、保護ステー先端部２８Ａの後側の
両側部にくびれが形成され略Ｘ形状の保護ステー中間部（請求項における「前後方向中間
部」）２８Ｂと、保護ステー中間部２８Ｂの後側の両側部が後方に向かって直線状に形成
された保護ステー後側部２８Ｃを備えている。また、保護ステー中間部２８Ｂの左右方向
の中心部の後部から保護ステー後側部２８Ｃの左右方向の中心部の後部までには、合わせ
刃２２を左右側下刃２１Ｌ，２１Ｒに連結するリベット等の締結手段との干渉を防止する
ために開口部３５が形成されている。なお、合わせ刃２２と上刃２３による穀桿の切断性
能を良好に維持し、上刃２３上に堆積する圃場上の土砂等の泥抜けを良好に維持するため
に、保護ステー前側部２８Ａの後端部の左右方向の幅を最も広く形成し、くびれが形成さ
れ保護ステー中間部２８Ｂの左右方向の幅を最も狭く形成するのが好適である。
【００３０】
　保護ステー前側部２８Ａの前端部は、図７に示すように、圃場上の土砂等の接触による
合わせ刃２２の変形、破損、合わせ刃２２の左右両側に形成された刃の摩耗、圃場の穀桿
の合わせ刃２２への絡まりを防止するために、合わせ刃２２の刃先部２２Ａよりも前側に
位置し、保護ステー前側部２８Ａの後端部は、合わせ刃２２の両側に刃が形成された刃元
部２２Ｂの前端部の近傍に位置している。
　また、保護ステー前側部２８Ａから合わせ刃２２の両側に刃が形成された刃元部２２Ｂ
に穀桿を効率良く移動させるために、平面視において、保護ステー前側部２８Ａの左辺４
０Ｌを合わせ刃２２の刃元部２２Ｂの左辺２２Ｌと平行に形成し、保護ステー前側部２８
Ａの右辺４０Ｒを合わせ刃２２の刃元部２２Ｂの右辺２２Ｒと平行に形成するのが好適で
ある。
【００３１】
　保護ステー中間部２８Ｂの前端部は、掻込装置１３によって掻き込まれた穀桿の根元を
効率良く切断するために、合わせ刃２２の両側に刃が形成された刃元部２２Ｂの前端部の
近傍に位置し、保護ステー中間部２８Ｂの後端部は、合わせ刃２２の刃元部２２Ｂの後端
部に位置している。また、合わせ刃２２の刃元部２２Ｂの両側部が、保護ステー中間部２
８Ｂの両側部よりも左右方向の外側に延出させるために、保護ステー中間部２８Ｂの左右
方向の両側部にはくびれが形成されている。
【００３２】
　保護ステー後側部２８Ｃの前端部は、ステー２７の軽量化を図るために、合わせ刃２２
の刃元部２２Ｂの後端部に位置し、保護ステー後側部２８Ｃの後端部は、左右側下刃２１
Ｌ，２１Ｒの後側部の前部の近傍に位置している。
【００３３】
　保護ステー部２８の下部には、圃場上の土砂等の接触による保護ステー部２８の変形、
破損を防止するために、保護ステー部２８の保護ステー中間部２８Ｂの前端部から保護ス
テー後側部２８Ｃの後端部にリブ（請求項における「第１リブ」）３７が形成されている
。
【００３４】
　側面視において、保護ステー部２８の下部に形成されたリブ３７は、圃場の穀桿や藁屑
等の絡まりを防止、刈り跡を良好に維持するために、保護ステー前側部２８Ａの突起部３
８の後側部から保護ステー部２８の後側部に向かって後下がりする直線状に形成されてい
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【００３５】
　平面視において、リブ３７は、略Ｙ字形状に形成されている。保護ステー前側部２８Ａ
の下部に形成されたリブ３７は、保護ステー前側部２８Ａの左右方向の中央部に、保護ス
テー前側部２８Ａの前側部に形成された三角形状の突起部３８の後端部から保護ステー前
側部２８Ａの後端部まで直線状に形成されている。また、保護ステー中間部２８Ｂの下部
に形成されたリブ３７は、保護ステー中間部２８Ｂの前端部からくびれが形成された中間
部まで略等辺三角形状に形成され、保護ステー中間部２８Ｂの左側の中間部から後端部ま
で後方に向かって左側方向に傾斜する直線状に形成され、保護ステー中間部２８Ｂの右側
の中間部から後端部まで後方に向かって右側方向に傾斜する直線状に形成されている。さ
らに、保護ステー後側部２８Ｃの下部に形成されたリブ３７は、保護ステー後側部２８Ｃ
の左側の中間部から後端部まで直線状に形成され、同様に、保護ステー後側部２８Ｃの右
側の中間部から後端部まで直線状に形成されている。
【００３６】
　図１０に示すように、突起部３８の縦断面は、突起部３８の前部のＳ１部位においては
円形状に形成され、後部のＳ２部位においては略正方形状に形成されている。また、保護
ステー前側部２８Ａの縦断面は、保護ステー前側部２８Ａの後部のＳ３部位おいては、下
側両端部を円弧状に形成した左右方向に長辺を有する略長方形状に形成され、左右方向の
中心部にはリブ３７が形成されている。さらに、保護ステー後側部２８Ｃの縦断面は、保
護ステー後側部２８Ｃの後部のＳ３部位おいては、左右方向に一対の下側両端部を円弧状
に形成した左右方向に長辺を有する略長方形状に形成され、左右に一対の略長方形状にお
ける左右方向の中心部にはそれぞれリブ３７が形成されている。
【００３７】
　連結ステー部２９の前端部の下部には、左右方向に延在するリブ（請求項における「第
２リブ」）３９が形成されている。リブ３９は、リブ３９への圃場の穀桿や藁屑等の絡ま
りを防止するために、所定の後退角をもって形成されており、リブ３９の上部よりも下部
が後方に位置している。また、フック３３の前端部への圃場の穀桿や藁屑等の絡まりを防
止するために、リブ３９の上下方向の高さは、フック３３の前端部の厚みよりも大きく形
成されている。
【００３８】
　図５に示すように、連結フレーム１９の左右両端部には、揺動腕（図示省略）の中央部
を回転自在に支持する上下方向に延在する支軸が形成されたブラケット３０Ｌ，３０Ｒが
設けられている。左側揺動腕の前端部は、左側上刃２４Ｌに取付けられた左側ナイフバー
２６Ｌの左側後部に設けられた嵌合部３１Ｌに嵌入し、後端部は、エンジンの回転が伝動
される伝動軸ケース１５ａの左端部に設けられた上下方向に延在する支軸から前方に向か
って延在する左側クランク（図示省略）の前端部に連結されている。エンジンの回転によ
り左側クランクは左右方向に回動し、左側クランクの回動に伴って、左側揺動腕はブラケ
ット３０Ｌ内の支軸を中心として左右方向に回動し、嵌合部３１Ｌ、左側ナイフバー２６
Ｌを介して左側上刃２４Ｌを左右方向に移動させる。
【００３９】
　同様に、右側揺動腕の前端部は、右側上刃２４Ｒに取付けられた右側ナイフバー２６Ｒ
の右側後部に設けられた嵌合部３１Ｒに嵌入し、後端部は、エンジンの回転が伝動される
伝動軸ケース１５ａの右端部に設けられた上下方向に延在する支軸から前方に向かって延
在する左側クランク（図示省略）の前端部に連結されている。エンジンの回転により右側
クランクは左右方向に回動し、右側クランクの回動に伴って、右側揺動腕はブラケット３
０Ｒ内の支軸を中心として左右方向に回動し、嵌合部３１Ｒ、右側ナイフバー２６Ｒを介
して右側上刃２４Ｒを左右方向に移動させる。
　なお、左側上刃２４Ｌと右側上刃２４Ｒの移動による振動等を抑制するために、左側上
刃２４Ｌが左方向に移動する場合には、右側上刃２４Ｒは右方向に移動し、左側上刃２４
Ｌが右方向に移動する場合には、右側上刃２４Ｒは左方向に移動するように構成されてい
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【産業上の利用可能性】
【００４０】
　本発明は、農業用の刈取作業機全般に適用できるものである。
【符号の説明】
【００４１】
１０　　　　分草体
１１　　　　引起装置
１６Ａ　　　分草フレーム
２０　　　　下刃
２１Ｌ　　　左側下刃
２１Ｒ　　　右側下刃
２２　　　　合わせ刃
２２Ａ　　　刃先部
２２Ｂ　　　刃元部
２２Ｌ　　　左辺
２２Ｒ　　　右辺
２３　　　　上刃
２４Ｌ　　　左側上刃
２４Ｒ　　　右側上刃
２５　　　　上刃押さえ部材
２７　　　　ステー
２８　　　　保護ステー部
２８Ａ　　　保護ステー前側部（前部）
２８Ｂ　　　保護ステー中間部（前後方向中間部）
２９　　　　連結ステー部
３７　　　　リブ（第１リブ）
３８　　　　突起部
３９　　　　リブ（第２リブ）
４０Ｌ　　　左辺
４０Ｒ　　　右辺
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